
サ
ン
エ
イ

　
サ
ン
エ
イ
は
下
水
道
処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
に
流
入

す
る
沈
砂
の
洗
浄
を
行
う
装
置
サ
ン
ド
ク
リ
ー
ン

を
開
発
、
販
売
し
て
い
る
。
沈
砂
池
に
た
ま
っ
た
臭

気
の
強
い
汚
物
を
含
む
沈
砂
を
、
エ
ア
リ
フ
ト
の
原

理
で
揚
砂
管
に
吸
引
し
な
が
ら
洗
浄
ボ
ー
ル
と
空

気
、
水
で
攪
拌
洗
浄
す
る
。
汚
物
や
浮
遊
物
を
分
離

か
く
は
ん

除
去
し
、
洗
浄
後
の
沈
砂
を
密
閉
し
た
コ
ン
テ
ナ
内

で
測
定
し
た
数
値
は
、
従
来
型
の
「
サ
イ
ク
ロ
ン
洗

浄
機
」
に
比
べ
臭
気
濃
度
を

分
の
１
か
ら

分
の

１
に
軽
減
。臭
気
指
数
も

以
下
ま
で
減
少
で
き
る
。

　
本
体
と
攪
拌
ブ
ロ
ワ
ー
、
操
作
盤
が
一
体
化
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
省
ス
ペ
ー
ス
構
造
を
実
現
。
ま
た
可

動
部
や
消
耗
品
が
少
な
い
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

容
易
で
あ
る
。

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

来場者でにぎわう下水道展

　
「
下
水
道
展

大
阪
」
が

日
か
ら

日
ま
で
の
４
日
間
、
大
阪
市
住
之
江

区
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。
下
水
道
に
関
す
る
設
計
・
測
量
、

建
設
、
管
路
資
器
材
、
維
持
管
理
な
ど
の
最
新
技
術
・
機
器
が
展
示
、
紹
介
さ

れ
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
日
本
発
！
く
ら
し
を
支
え
る
底
力
」
と
し
、
２
９

５
社
・
団
体
が
出
展
し
、
１
０
３
９
小
間
で
の
開
催
。
主
催
は
日
本
下
水
道
協

会
。
入
場
無
料
。
開
場
時
間
は

時
か
ら

時

初
日
は

時
半
開
場
、
最
終

日
は

時
閉
場

。
き
ょ
う
開
幕

下水道展’大阪

荏
原
実
業

　
荏
原
実
業
は
下
水
処
理
場
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
削

減
を
テ
ー
マ
に
出
展
す
る
。
主
力
製
品
で
あ
る
「
Ｋ

タ
ー
ボ
ブ
ロ
ワ
」
は
、
曝
気
電
力
の
削
減
に
効
果
を

発
揮
す
る
。
独
自
開
発
の
エ
ア
ベ
ア
リ
ン
グ
、
Ｐ
Ｍ

モ
ー
タ
ー
な
ど
の
技
術
と
専
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
、
か
つ
て
な
い
効
率
運
転
を
可
能

に
し
た
。
新
製
品
の
生
物
脱
硫
装
置
は
、
微
生
物
の

力
で
消
化
ガ
ス
中
の
硫
化
水
素
を
除
去
す
る
も
の
。

従
来
の
よ
う
な
脱
硫
剤
の
交
換
が
不
要
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
。
ま
た
多
項
目
同
時
・
連

続
監
視
用
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
水
質

管
理
で
重
要
な
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

Ｂ
Ｏ

Ｄ

や
浮
遊
物
質

Ｓ
Ｓ

、
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素

な
ど
の
連
続
同
時
測
定
を
可
能
に
し
た
。
　

ジ
オ
リ
ー
ド
協
会

　
ジ
オ
リ
ー
ド
協
会
は
コ
ブ
ラ
工
法
や
エ
ス
エ
ス
モ

ー
ル
工
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
法
の
普
及
に
力
を
注

ぐ
。

　
コ
ブ
ラ
工
法
は

岩
盤
・
玉
石
層
に
お
い
て
強
力

な
ト
ル
ク
で
掘
削

立
て
く
い
の
小
型
化
を
実
現

掘
進
機
回
収
の
利
便
性
ア
ッ
プ

１
ス
パ
ン
で
１
５

０

推
進

全
て
に
お
い
て
コ
ン
パ
ク
ト

地
盤
問

題
に
対
応
―
な
ど
多
く
の
特
徴
を
持
つ
。
オ
ー
バ
ー

カ
ッ
ト
機
能
を
有
す
る
エ
ス
エ
ス
モ
ー
ル
工
法
は
、

カ
ッ
タ
ー
で
切
削
し
た
土
砂
と
、
切
り
羽
で
噴
射
さ

せ
た
目
詰
め
材
を
大
量
に
含
ん
だ
泥
水
を
チ
ャ
ン
バ

ー
内
で
急
造
ミ
キ
シ
ン
グ
。
ド
ロ
ド
ロ
状
の
高
濃
度

泥
水

安
定
液

と
し
、
切
り
羽
お
よ
び
テ
ー
ル
ボ

イ
ド
を
加
圧
充
満
さ
せ
る
こ
と
で
、
切
り
羽
の
高
安

定
を
得
る
。

パ
イ
プ
リ
タ
ー
ン
工
法
協
会

　
パ
イ
プ
リ
タ
ー
ン
工
法
協
会
は
到
達
立
て
坑
が
不

要
で
、
障
害
物
が
あ
っ
て
も
撤
去
し
て
再
掘
削
が
可

能
な
「
パ
イ
プ
リ
タ
ー
ン
工
法
」
を
紹
介
す
る
。
都

市
土
木
で
は
予
期
し
な
い
埋
設
物
が
出
土
す
る
と
推

進
不
可
能
と
さ
れ
、
掘
削
撤
去
す
る
し
か
な
か
っ

た
。
パ
イ
プ
リ
タ
ー
ン
工
法
は
先
導
体
の
引
き
戻
し

再
挿
入
が
で
き
る
た
め
、
過
密
な
都
市
地
下
で
の
施

工
に
最
適
。
到
達
立
て
坑
が
不
要
な
た
め
、
工
期
が

短
く
経
済
性
に
優
れ
て
い
る
。
管
外
径
４
５
０

―

１
０
０
０

の
小
・
中
口
径
管
掘
削
ロ
ボ
ッ
ト
を

用
い
て
掘
進
す
る
。
今
回
開
発
し
た
マ
イ
ク
ロ
セ
パ

レ
ー
タ
ー
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
微
細
な
シ
ル
ト
や
粘

土
分
も
搬
出
が
可
能
で
あ
る
。

鶴
見
製
作
所

　
鶴
見
製
作
所
は
「
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ツ
ル

ミ
の
下
水
道
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
排
水
機
場
関
連
機

器
を
は
じ
め
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
・
水

処
理
関
連
機
器
・
汚
泥
脱
水
機
と
下
水
道
関
連
機
器

を
幅
広
く
紹
介
す
る
。

　
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
局
所
的
集
中
豪
雨
が
頻

発
し
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
。
ポ
ン
プ
機
場
も
浸

水
し
機
能
不
全
に
至
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
ポ
ン
プ
機
場
の
耐
水
化
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。
ツ
ル
ミ
耐
水
型
立
軸
う
ず
巻
斜
流
ポ
ン
プ
は
、

耐
水
型
モ
ー
タ
ー
を
搭
載
し
て
、
万
が
一
、
ポ
ン
プ

が
没
水
し
た
場
合
で
も
ポ
ン
プ
の
排
水
機
能
は
喪
失

せ
ず
、
運
転
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
。
そ
の
ほ
か

に
も
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
機
器
を
数
多
く

出
展
す
る
。

新
コ
ス
モ
ス
電
機

　
ガ
ス
警
報
器
の
新
コ
ス
モ
ス
電
機
は
、
作
業
中
の

酸
欠
災
害
防
止
に
有
効
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
酸
素
計
を

メ
ー
ン
に
出
展
す
る
。

　
下
水
道
や
タ
ン
ク
内
な
ど
酸
素
欠
乏
症
な
ど
が
発

生
す
る
作
業
場
所
で
は
、
法
令
で
作
業
開
始
前
の
酸

素
濃
度
測
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
作
業
中
で
も

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
酸
素
濃
度
を
測
定
す
る
こ
と
が
酸

欠
災
害
防
止
に
有
効
で
あ
り
、
作
業
員
の
安
全
確
保

に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
る
。
今
回
は
装
着
タ
イ
プ
で

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ポ
ケ
ッ
ト
に
取
り
付
け
る
超
小
型
の

「
酸
素
計
　
Ｘ
Ｏ
―
２
２
０
０
」
、
作
業
前
測
定
と

リ
ア
ル
タ
イ
ム
測
定
の
両
方
が
可
能
な
「
デ
ジ
タ
ル

酸
素
濃
度
計
　
Ｘ
Ｏ
―
３
２
６

ｓ
」
を
中
心
に
デ

モ
展
示
を
行
い
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
視
の
有
効
性
を

Ｐ
Ｒ
す
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ７月２２日 火曜日 　　

　
下
水
道
は
汚
水
や
雨
水
の

速
や
か
な
処
理
を
行
い
、
清

潔
で
衛
生
的
な
環
境
を
つ
く

る
本
来
の
役
割
だ
け
で
な

く
、
水
資
源
の
効
率
的
な
循

環
の
担
い
手
で
あ
る
存
在
。

そ
の
下
水
道
へ
の
啓
発
事
業

と
な
る
こ
の
展
示
会
は
、
国

内
で
は
最
大
級
の
規
模
。

　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
日
本

発
」
に
は
世
界
を
視
野
と
し

た
日
本
と
海
外
の
技
術
交

流
、
国
際
色
豊
か
な
展
示
会

の
意
図
を
伝
え
、
「
く
ら
し

を
支
え
る
」
で
は
一
般
の
市

民
向
け
に
も
理
解
し
や
す
い

下
水
道
の
役
割
を
や
わ
ら
か

く
表
し
、
物
理
的
に
も
く
ら

し
の
底
辺
で
支
え
て
い
る
下

水
道
の
重
要
性
を
「
底
力
」

と
表
現
し
た
。

　

日

時
か
ら
は
、
日
本

下
水
道
協
会
設
立

周
年
を

記
念
し
た
特
別
講
演
会
と
し

て
、
藤
井
聡
氏

京
都
大
学

大
学
院
教
授

に
よ
る
「
列

島
強
靱
化
論

強
く
し
な

や
か
な
国
、
日
本

を
目
指

し
て
」
と
、
花
木
啓
祐
氏

東
京
大
学
大
学
院
教
授

が
「
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
登
壇

す
る
。

　
ま
た
２
０
１
８
年
に
国
際

水
協
会
世
界
会
議

Ｉ
Ｗ

Ａ

の
日
本
開
催
決
定
や
、

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土

保
全
局
下
水
道
部
が
進
め
る

政
策
テ
ー
マ
に
、
「
国
際
貢

献
と
官
民
連
携
に
よ
る
水
ビ

ジ
ネ
ス
の
国
際
展
開
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日

本
の
下
水
道
を
取
り
巻
く
国

際
的
な
環
境
に
も
変
化
が
生

じ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
は

日

時
―

時
半
に
、
ア

ジ
ア
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

テ
ー
マ
に
「
下
水
道
汚
泥
の

処
理
・
処
分
、
再
利
用
」

会
場

大
阪
ア
カ
デ
ミ
ア

本
館
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
、
参

加
無
料

を
設
定
。
韓
国
、

中
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、

日
本
な
ど
か
ら
行
政
担
当
者

ら
が
参
加
し
、
現
状
報
告
と

課
題
を
話
し
合
い
、
今
後
の

方
向
性
を
探
る
。

　
ほ
か
に
も
併
催
企
画

い

ず
れ
も
参
加
無
料

と
し

て
、

管
路
更
生
・
修
繕
セ

ミ
ナ
ー

汚
泥
利
用
か
ら
見

た
下
水
道
、
今
後
の
下
水
汚

泥
の
有
効
利
用
の
促
進
に
向

け
て

か
ん
さ
い
４
都
市
若

手
職
員
実
態
サ
ミ
ッ
ト

ス

イ
ス
イ
下
水
道
研
究
所
ゾ
ー

ン
―
な
ど
を
予
定
。

　
「
管
路
更
生
・
修
繕
セ
ミ

ナ
ー
」
は
、

日

時
か
ら

楠
田
哲
也
氏

九
州
大
学
名

誉
教
授

が
「
下
水
道
施
設

の
老
朽
化
対
策
に
お
け
る

管
渠
更
生
工
法
の
役
割
と
そ

か
ん
き
ょ

の
推
進
」
、
妹
尾
学
氏

大

阪
市
建
設
局
下
水
道
部
河
川

部

が
「
大
阪
市
の
下
水
道

事
業
に
お
け
る
今
後
の
老
朽

化
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
で
講
演
。

　

日
は

時
か
ら

今
後

の
管
渠
の
老
朽
化
対
策
の
推

進

下
水
道
管
渠
更
生
工
法

に
関
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

管

路
更
生
工
法
検
討
調
査
専
門

委
員
会
の
中
間
と
り
ま
と
め

―
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省

な
ど
行
政
の
実
務
者
か
ら
報

告
さ
れ
る
。

　
「
汚
泥
利
用
」
で
は

日

時
か
ら
松
井
三
郎
氏

京

都
大
学
名
誉
教
授

に
よ
る

基
調
講
演
の
後
、
国
交
省
や

自
治
体
の
担
当
者
が
具
体
的

な
取
り
組
み
に
関
わ
る
講
演

会
を
行
う
。

　
「
か
ん
さ
い
４
都
市
若
手

職
員
実
態
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、

日

時
半
か
ら
京
都
市
、

大
阪
市
、
堺
市
、
神
戸
市
の

関
西
４
政
令
市
の
若
手
職
員

が
中
心
と
な
り
、
各
都
市
の

現
状
や
下
水
道
事
業
の
将
来

像
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ

ー
ン
で
あ
る
「
ス
イ
ス
イ
下

水
道
研
究
所
ゾ
ー
ン
」
は
、

下
水
道
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
た
め
、
夏
休
み
期

間
中
で
あ
る
こ
と
を
意
識

し
、
親
子
連
れ
で
楽
し
め
る

Ｐ
Ｒ
企
画
。
会
場
内
で
、
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
ふ
さ
わ

し
い
情
報
が
入
手
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。


